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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウィンドウと、
　前記ウィンドウ上に形成され、当該ウィンドウの一部を露出させる第１ホールを有する
デザイン層構造物と、
　前記デザイン層構造物上に形成され、前記第１ホールに連通する第２ホールを有する光
遮蔽層と、
　前記第１及び第２ホールによって露出する前記デザイン層構造物の部分を少なくとも覆
い、前記ウィンドウの一部を露出させる第３ホールを有する光吸収層と、
　を含み、
前記第２ホールは、前記第１ホールよりも大きな直径を有することを特徴とするウィンド
ウ構造物。
【請求項２】
　ウィンドウと、
　前記ウィンドウ上に形成され、当該ウィンドウの一部を露出させる第１ホールを有する
デザイン層構造物と、
　前記デザイン層構造物上に形成され、前記第１ホールに連通する第２ホールを有する光
遮蔽層と、
　前記第１及び第２ホールによって露出する前記デザイン層構造物の部分を少なくとも覆
い、前記ウィンドウの一部を露出させる第３ホールを有する光吸収層と、
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　を含み、
　前記デザイン層構造物、前記光遮蔽層、及び前記光吸収層の各々は、印刷層であること
を特徴とするウィンドウ構造物。
【請求項３】
　前記第１及び第２ホールは、同じ大きさの直径を有することを特徴とする請求項２に記
載のウィンドウ構造物。
【請求項４】
　前記光吸収層は、前記第２ホールによって露出する前記光遮蔽層の側壁の少なくとも一
部を覆うことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載のウィンドウ構造物。
【請求項５】
　前記光吸収層は、前記光遮蔽層の上面の一部を覆うことを特徴とする請求項４に記載の
ウィンドウ構造物。
【請求項６】
　前記光吸収層は、前記光遮蔽層の上面には形成されないことを特徴とする請求項４に記
載のウィンドウ構造物。
【請求項７】
　前記デザイン層構造物は、前記ウィンドウ上に積層された複数のデザイン層を含むこと
を特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載のウィンドウ構造物。
【請求項８】
　前記第１ホールは、前記ウィンドウから遠ざかるほど直径が大きくなる階段形状を有す
ることを特徴とする請求項７に記載のウィンドウ構造物。
【請求項９】
　前記第１ホールは、前記ウィンドウの表面に対して垂直な方向に一定の直径を有するこ
とを特徴とする請求項７に記載のウィンドウ構造物。
【請求項１０】
　前記デザイン層構造物は、有彩色または白色であり、前記光遮蔽層及び前記光吸収層は
、黒色または灰色であることを特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載のウィンド
ウ構造物。
【請求項１１】
　前記第１～第３ホールは、上面から見たときに円形であり、前記光吸収層は、上面から
見たとき、円形、楕円形、または多角形の外形を有することを特徴とする請求項１～１０
のいずれか１項に記載のウィンドウ構造物。
【請求項１２】
　前記第３ホールは、前記ウィンドウの表面に対して垂直な側壁を有することを特徴とす
る請求項１～１１のいずれか１項に記載のウィンドウ構造物。
【請求項１３】
　前記第３ホールは、前記ウィンドウの表面に対して傾斜した側壁を有することを特徴と
する請求項１～１１のいずれか１項に記載のウィンドウ構造物。
【請求項１４】
　前記第３ホールの側壁は、曲線形状を有することを特徴とする請求項１～１１のいずれ
か１項に記載のウィンドウ構造物。
【請求項１５】
　前記ウィンドウ上に形成されたＰＥＴフィルムをさらに含み、
　前記デザイン層構造物は、前記ＰＥＴフィルム上に形成されることを特徴とする請求項
１～１４のいずれか１項に記載のウィンドウ構造物。
【請求項１６】
　前記第３ホールは、前記光吸収層の上方に配置されるカメラセンサーに入射する光の経
路としての役割を果たすことを特徴とする請求項１～１５のいずれか１項に記載のウィン
ドウ構造物。
【請求項１７】
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　ウィンドウ上に、当該ウィンドウの一部を露出させる第１ホールを有するデザイン層構
造物を形成する段階と、
　前記デザイン層構造物上に、前記第１ホールに連通する第２ホールを有する光遮蔽層を
形成する段階と、
　前記第１及び第２ホールによって露出する前記デザイン層構造物の部分を少なくとも覆
い、前記ウィンドウの一部を露出させる第３ホールを有する光吸収層を形成する段階と、
　を含み、
　前記光遮蔽層を形成する段階は、前記第２ホールが前記第１ホールよりも大きな直径を
有するように、前記光遮蔽層を形成する段階を含むことを特徴とするウィンドウ構造物の
製造方法。
【請求項１８】
　ウィンドウ上に、当該ウィンドウの一部を露出させる第１ホールを有するデザイン層構
造物を形成する段階と、
　前記デザイン層構造物上に、前記第１ホールに連通する第２ホールを有する光遮蔽層を
形成する段階と、
　前記第１及び第２ホールによって露出する前記デザイン層構造物の部分を少なくとも覆
い、前記ウィンドウの一部を露出させる第３ホールを有する光吸収層を形成する段階と、
　を含み、
　前記デザイン層構造物を形成する段階、前記光遮蔽層を形成する段階、及び前記光吸収
層を形成する段階の各々は、メッシュを使うスクリーン印刷工程を遂行する段階を含むこ
とを特徴とするウィンドウ構造物の製造方法。
【請求項１９】
　前記光吸収層を形成する段階は、前記第２ホールによって露出する前記光遮蔽層の側壁
の少なくとも一部を覆うように、前記光吸収層を形成する段階を含むことを特徴とする請
求項１７または１８に記載のウィンドウ構造物の製造方法。
【請求項２０】
　前記光吸収層を形成する段階は、前記光遮蔽層の上面の一部を覆うように、前記光吸収
層を形成する段階を含むことを特徴とする請求項１９に記載のウィンドウ構造物の製造方
法。
【請求項２１】
　前記デザイン層構造物を形成する段階は、前記ウィンドウ上に複数のデザイン層を積層
する段階を含むことを特徴とする請求項１７～２０のいずれか１項に記載のウィンドウ構
造物の製造方法。
【請求項２２】
　前記デザイン層構造物を形成する段階は、前記複数のデザイン層によって生成される前
記第１ホールが前記ウィンドウから遠ざかるほど直径が大きくなる階段形状を有するよう
に、前記デザイン層構造物を形成する段階を含むことを特徴とする請求項２１に記載のウ
ィンドウ構造物の製造方法。
【請求項２３】
　ウィンドウと、
　前記ウィンドウ上に形成され、当該ウィンドウの一部を露出させる第１ホールを有する
デザイン層構造物と、
　前記ウィンドウ上に形成され、前記デザイン層構造物を覆いつつ、前記ウィンドウの一
部を露出させる第２ホールを有する光遮蔽層と、
　を含むことを特徴とするウィンドウ構造物。
【請求項２４】
　前記デザイン層構造物は、前記ウィンドウ上に積層された複数のデザイン層を含むこと
を特徴とする請求項２３に記載のウィンドウ構造物。
【請求項２５】
　前記第１ホールは、前記ウィンドウから遠ざかるほど直径が大きくなる階段形状を有す
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ることを特徴とする請求項２３または２４に記載のウィンドウ構造物。
【請求項２６】
　前記デザイン層構造物は、有彩色または白色であり、前記光遮蔽層は、黒色または灰色
であることを特徴とする請求項２３～２５のいずれか１項に記載のウィンドウ構造物。
【請求項２７】
　基板上に形成された表示パネルと、
　前記表示パネル上に形成され、ウィンドウと、前記ウィンドウ上に形成され当該ウィン
ドウの一部を露出させる第１ホールを有するデザイン層構造物と、前記デザイン層構造物
上に形成され前記第１ホールに連通する第２ホールを有する光遮蔽層と、前記第１及び第
２ホールによって露出する前記デザイン層構造物の部分を少なくとも覆い前記ウィンドウ
の一部を露出させる第３ホールを有する光吸収層と、を含むウィンドウ構造物と、
　前記ウィンドウ構造物と前記基板との間に配置され、前記第３ホールを通過する光を感
知するカメラセンサーと、
　を含み、
　前記第２ホールは、前記第１ホールよりも大きな直径を有することを特徴とするカメラ
が搭載された電子装置。
【請求項２８】
　前記光吸収層は、前記第２ホールによって露出する前記光遮蔽層の側壁の少なくとも一
部を覆うことを特徴とする請求項２７に記載の電子装置。
【請求項２９】
　前記光吸収層は、前記光遮蔽層の上面の一部を覆うことを特徴とする請求項２８に記載
の電子装置。
【請求項３０】
　前記デザイン層構造物は、前記ウィンドウ上に積層された複数のデザイン層を含むこと
を特徴とする請求項２７～２９のいずれか１項に記載の電子装置。
【請求項３１】
　前記第１ホールは、前記ウィンドウから遠ざかるほど直径が大きくなる階段形状を有す
ることを特徴とする請求項３０に記載の電子装置。
【請求項３２】
　前記デザイン層構造物は、有彩色または白色であり、前記光遮蔽層及び前記光吸収層は
、黒色または灰色であることを特徴とする請求項２７～３１のいずれか１項に記載の電子
装置。
【請求項３３】
　前記ウィンドウは、前記基板に対向する第１面及び当該第１面の反対面である第２面を
有し、
　前記デザイン層構造物は、前記ウィンドウの前記第１面上に形成されることを特徴とす
る請求項２７～３２のいずれか１項に記載の電子装置。
【請求項３４】
　前記表示パネルは、有機発光ダイオード表示パネル、液晶表示パネル、またはプラズマ
表示パネルであることを特徴とする請求項２７～３３のいずれか１項に記載の電子装置。
【請求項３５】
　基板上に表示パネルを形成する段階と、
　前記表示パネルと離隔されるカメラセンサーを前記基板上に形成する段階と、
　ウィンドウ上に当該ウィンドウの一部を露出させる第１ホールを有するデザイン層構造
物を形成する段階と、前記デザイン層構造物上に前記第１ホールに連通する第２ホールを
有する光遮蔽層を形成する段階と、前記第１及び第２ホールによって露出する前記デザイ
ン層構造物の部分を少なくとも覆い前記ウィンドウの一部を露出させる第３ホールを有す
る光吸収層を形成する段階とを有して、ウィンドウ構造物を形成する段階と、
　前記第３ホールが前記カメラセンサーと重なり、前記デザイン層構造物が前記基板に対
向するように、前記ウィンドウ構造物を前記表示パネルに接着する段階と、
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　を含み、
　前記光遮蔽層を形成する段階は、前記第２ホールが前記第１ホールよりも大きな直径を
有するように、前記光遮蔽層を形成する段階を含むことを特徴とするカメラが搭載された
電子装置の製造方法。
【請求項３６】
　基板上に形成された表示パネルと、
　前記表示パネル上に形成され、ウィンドウと、前記ウィンドウ上に形成され当該ウィン
ドウの一部を露出させる第１ホールを有するデザイン層構造物と、前記ウィンドウ上に形
成され前記デザイン層構造物を覆いつつ前記ウィンドウの一部を露出させる第２ホールを
有する光遮蔽層と、を含むウィンドウ構造物と、
　前記ウィンドウ構造物と前記基板との間に配置され、前記第２ホールを通過する光を感
知するカメラセンサーと、
　を含むことを特徴とするカメラが搭載された電子装置。
                                                                                

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ウィンドウ構造物、その製造方法、カメラが搭載された電子装置、及びその
製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話、ＰＭＰなどの電子機器に使われる各種表示パネル上にはウィンドウが配置さ
れ、前記ウィンドウには各種ロゴやアイコンが印刷されるデザイン層を付着することがで
きる。一方、最近では、各種電子機器にカメラが搭載される傾向があり、カメラセンサー
に入射する光の経路としてのホールが前記デザイン層に形成されることがある。
【０００３】
　しかし、前記デザイン層が有彩色または白色の場合、前記ホールを通過する光が前記ホ
ールに隣接する前記デザイン層の部分で乱反射を起こすことがあり、これによって、撮影
物周辺に前記デザイン層の色（色相）が伝達される現象、即ち、一種のビネッティング（
ｖｉｇｎｅｔｔｉｎｇ）現象が発生する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第Ｈ６５４号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の一目的は、ビネッティング現象を防止できるウィンドウ構造物を提供すること
にある。
【０００６】
　本発明の他の目的は、ビネッティング現象を防止できるウィンドウ構造物を製造する方
法を提供することにある。
【０００７】
　本発明のさらに他の目的は、ビネッティング現象を防止できるウィンドウ構造物を含む
カメラが搭載された電子装置を提供することにある。
【０００８】
　本発明のさらに他の目的は、ビネッティング現象を防止できるウィンドウ構造物を含む
カメラが搭載された電子装置を製造する方法を提供することにある。
【０００９】
　本発明が解決しようとする課題は、上述した課題に限定されるのではなく、本発明の思
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想及び領域から逸脱しない範囲内で多様に拡張することができる。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した本発明の一目的を達成するために、本発明の一側面に係るウィンドウ構造物は
、ウィンドウ、前記ウィンドウ上に形成され、当該ウィンドウの一部を露出させる第１ホ
ールを有するデザイン層構造物、前記デザイン層構造物上に形成され、前記第１ホールに
連通する第２ホールを有する光遮蔽層、並びに前記第１及び第２ホールによって露出され
る前記デザイン層構造物の部分を少なくとも覆い、前記ウィンドウの一部を露出させる第
３ホールを有する光吸収層を含む。
【００１１】
　上記ウィンドウ構造物において、前記第２ホールは、前記第１ホールよりも大きな直径
を有することができる。
【００１２】
　上記ウィンドウ構造物において、前記第１及び第２ホールは、同じ大きさの直径を有す
ることができる。
【００１３】
　上記ウィンドウ構造物において、前記光吸収層は、前記第２ホールによって露出する前
記光遮蔽層の側壁の少なくとも一部を覆うことができる。
【００１４】
　上記ウィンドウ構造物において、前記光吸収層は、前記光遮蔽層の上面の一部を覆うこ
とができる。
【００１５】
　上記ウィンドウ構造物において、前記光吸収層は、前記光遮蔽層の上面には形成されな
いことができる。
【００１６】
　上記ウィンドウ構造物において、前記デザイン層構造物は、前記ウィンドウ上に積層さ
れた複数のデザイン層を含むことができる。
【００１７】
　上記ウィンドウ構造物において、前記第１ホールは、前記ウィンドウから遠ざかるほど
直径が大きくなる階段形状を有することができる。
【００１８】
　上記ウィンドウ構造物において、前記第１ホールは、前記ウィンドウの表面に対して垂
直な方向に一定の直径を有することができる。
【００１９】
　上記ウィンドウ構造物において、前記デザイン層構造物は、有彩色または白色であるこ
とができ、前記光遮蔽層及び前記光吸収層は、黒色または灰色であることができる。
【００２０】
　上記ウィンドウ構造物において、前記デザイン層構造物、前記光遮蔽層、及び前記光吸
収層の各々は、印刷層であることができる。
【００２１】
　上記ウィンドウ構造物において、前記第１～第３ホールは、上面から見たとき、円形で
あることができ、前記光吸収層は、上面から見たとき、円形、楕円形、または多角形の外
形を有することができる。
【００２２】
　上記ウィンドウ構造物において、前記第３ホールは、前記ウィンドウの表面に対して垂
直な側壁を有することができる。
【００２３】
　上記ウィンドウ構造物において、前記第３ホールは、前記ウィンドウの表面に対して傾
斜した側壁を有することができる。
【００２４】
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　上記ウィンドウ構造物において、前記第３ホールの側壁は、曲線形状を有することがで
きる。
【００２５】
　上記ウィンドウ構造物は、前記ウィンドウ上に形成されたＰＥＴ（Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌ
ｅｎｅ　Ｔｅｒｅｐｈｔｈａｌａｔｅ）フィルムをさらに含むことができ、前記デザイン
層構造物は、前記ＰＥＴフィルム上に形成されることができる。
【００２６】
　上記ウィンドウ構造物において、前記第３ホールは、前記光吸収層の上方に配置される
カメラセンサーに入斜する光の経路としての役割を果たすことができる。
【００２７】
　上述した本発明の他の目的を達成するために、本発明の他の側面に係るウィンドウ構造
物の製造方法は、ウィンドウ上に当該ウィンドウの一部を露出させる第１ホールを有する
デザイン層構造物を形成し、前記デザイン層構造物上に前記第１ホールに連通する第２ホ
ールを有する光遮蔽層を形成し、前記第１及び第２ホールによって露出する前記デザイン
層構造物の部分を少なくとも覆い、前記ウィンドウの一部を露出させる第３ホールを有す
る光吸収層を形成する。
【００２８】
　上記製造方法において、前記光遮蔽層を形成する時、前記第２ホールが前記第１ホール
よりも大きな直径を有するように、前記光遮蔽層を形成することができる。
【００２９】
　上記製造方法において、前記光吸収層を形成する時、前記第２ホールによって露出する
前記光遮蔽層の側壁の少なくとも一部を覆うように、前記光吸収層を形成することができ
る。
【００３０】
　上記製造方法において、前記光吸収層を形成する時、前記光遮蔽層の上面の一部を覆う
ように、前記光吸収層を形成することができる。
【００３１】
　上記製造方法において、前記デザイン層構造物を形成する時、前記ウィンドウ上に複数
のデザイン層を積層することができる。
【００３２】
　上記製造方法において、前記デザイン層構造物を形成する時、前記複数のデザイン層に
よって生成される前記第１ホールが前記ウィンドウから遠ざかるほど直径が大きくなる階
段形状を有するように、前記デザイン層構造物を形成することができる。
【００３３】
　上記製造方法において、前記デザイン層構造物、前記光遮蔽層、及び前記光吸収層は、
印刷工程を通じて形成することができる。
【００３４】
　上述した本発明のさらに他の目的を達成するために、本発明のさらに他の側面に係るウ
ィンドウ構造物は、ウィンドウ、前記ウィンドウ上に形成され、当該ウィンドウの一部を
露出させる第１ホールを有するデザイン層構造物、及び前記ウィンドウ上に形成され、前
記デザイン層構造物を覆いつつ、前記ウィンドウの一部を露出させる第２ホールを有する
光遮蔽層を含む。
【００３５】
　上記ウィンドウ構造物において、前記デザイン層構造物は、前記ウィンドウ上に積層さ
れた複数のデザイン層を含むことができる。
【００３６】
　上記ウィンドウ構造物において、前記第１ホールは、前記ウィンドウから遠ざかるほど
直径が大きくなる階段形状を有することができる。
【００３７】
　上記ウィンドウ構造物において、前記デザイン層構造物は、有彩色または白色であるこ
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とができ、前記光遮蔽層は、黒色または灰色であることができる。
【００３８】
　上述した本発明のさらに他の目的を達成するために、本発明のさらに他の側面に係るカ
メラが搭載された電子装置は、基板上に形成された表示パネル、前記表示パネル上に形成
されたウィンドウ構造物、及びカメラセンサーを含む。前記ウィンドウ構造物は、ウィン
ドウ、前記ウィンドウ上に形成され、当該ウィンドウの一部を露出させる第１ホールを有
するデザイン層構造物、前記デザイン層構造物上に形成され、前記第１ホールに連通する
第２ホールを有する光遮蔽層、並びに前記第１及び第２ホールによって露出する前記デザ
イン層構造物の部分を少なくとも覆い、前記ウィンドウの一部を露出させる第３ホールを
有する光吸収層を含む。前記カメラセンサーは、前記ウィンドウ構造物と前記基板との間
に配置され、前記第３ホールを通過する光を感知する。
【００３９】
　上記電子装置において、前記第２ホールは、前記第１ホールよりも大きな直径を有する
ことができる。
【００４０】
　上記電子装置において、前記光吸収層は、前記第２ホールによって露出する前記光遮蔽
層の側壁の少なくとも一部を覆うことができる。
【００４１】
　上記電子装置において、前記光吸収層は、前記光遮蔽層の上面の一部を覆うことができ
る。
【００４２】
　上記電子装置において、前記デザイン層構造物は、前記ウィンドウ上に積層された複数
のデザイン層を含むことができる。
【００４３】
　上記電子装置において、前記第１ホールは、前記ウィンドウから遠ざかるほど直径が大
きくなる階段形状を有することができる。
【００４４】
　上記電子装置において、前記デザイン層構造物は、有彩色または白色であることができ
、前記光遮蔽層及び前記光吸収層は、黒色または灰色であることができる。
【００４５】
　上記電子装置において、前記ウィンドウは、前記基板に対向する第１面及び当該第１面
の反対面の第２面を有してもよく、前記デザイン層構造物は、前記ウィンドウの前記第１
面上に形成することができる。
【００４６】
　上記電子装置において、前記表示パネルは、有機発光ダイオード表示パネル（ＯＬＥＤ
　ｄｉｓｐｌａｙ　ｐａｎｅｌ）、液晶表示パネル（ＬＣＤ　ｐａｎｅｌ）、またはプラ
ズマ表示パネル（ＰＤＰ）であることができる。
【００４７】
　上述した本発明のさらに他の目的を達成するために、本発明のさらに他の側面に係るカ
メラが搭載された電子装置の製造方法は、基板上に表示パネルを形成し、前記表示パネル
と離隔されるカメラセンサーを前記基板上に形成し、ウィンドウ上に当該ウィンドウの一
部を露出させる第１ホールを有するデザイン層構造物を形成し、前記デザイン層構造物上
に前記第１ホールに連通する第２ホールを有する光遮蔽層を形成し、前記第１及び第２ホ
ールによって露出する前記デザイン層構造物の部分を少なくとも覆い前記ウィンドウの一
部を露出させる第３ホールを有する光吸収層を形成して、ウィンドウ構造物を形成し、前
記第３ホールが前記カメラセンサーと重なり、前記デザイン層構造物が前記基板に対向す
るように、前記ウィンドウ構造物を前記表示パネルに接着する。
【００４８】
　上述した本発明のさらに他の目的を達成するために、本発明のさらに他の側面に係るカ
メラが搭載された電子装置は、基板上に形成された表示パネル、前記表示パネル上に形成
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されたウィンドウ構造物、及びカメラセンサーを含む。前記ウィンドウ構造物は、ウィン
ドウ、前記ウィンドウ上に形成され、当該ウィンドウの一部を露出させる第１ホールを有
するデザイン層構造物、及び前記ウィンドウ上に形成され、前記デザイン層構造物を覆い
つつ、前記ウィンドウの一部を露出させる第２ホールを有する光遮蔽層を含む。前記カメ
ラセンサーは、前記ウィンドウ構造物と前記基板との間に配置され、前記第２ホールを通
過する光を感知する。
【発明の効果】
【００４９】
　本発明に係るウィンドウ構造物によれば、前記ウィンドウ構造物に対向して配置される
カメラセンサーに光が入射するためのカメラホールを有するデザイン層構造物を光吸収層
が覆うことにより、前記ホール付近で前記デザイン層構造物によって光が乱反射されて発
生するビネッティング現象を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】比較例に係るウィンドウ構造物を説明するための断面図である。
【図２】図１に示されるウィンドウ構造物の平面図である。
【図３】本発明の一実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面図である。
【図４】図３に示されるウィンドウ構造物の平面図である。
【図５】本発明の他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための平面図である。
【図６】図３及び図４に示されるウィンドウ構造物の製造方法を説明するための断面図で
ある。
【図７】図３及び図４に示されるウィンドウ構造物の製造方法を説明するための平面図で
ある。
【図８】図３及び図４に示されるウィンドウ構造物の製造方法を説明するための断面図で
ある。
【図９】図３及び図４に示されるウィンドウ構造物の製造方法を説明するための平面図で
ある。
【図１０】図３及び図４に示されるウィンドウ構造物の製造方法を説明するための断面図
である。
【図１１】図３及び図４に示されるウィンドウ構造物の製造方法を説明するための平面図
である。
【図１２】図３及び図４に示されるウィンドウ構造物の製造方法を説明するための断面図
である。
【図１３】図３及び図４に示されるウィンドウ構造物の製造方法を説明するための平面図
である。
【図１４】本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面図
である。
【図１５】本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面図
である。
【図１６】本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面図
である。
【図１７】本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面図
である。
【図１８】本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面図
である。
【図１９】本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面図
である。
【図２０】本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面図
である。
【図２１】図２０に示されるウィンドウ構造物の平面図である。
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【図２２】本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面図
である。
【図２３】本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面図
である。
【図２４】本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面図
である。
【図２５】図２４に示されるウィンドウ構造物の平面図である。
【図２６】本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面図
である。
【図２７】本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を含むカメラが搭載され
た電子装置を説明するための断面図である。
【図２８】図２７に示されるウィンドウ構造物を含むカメラが搭載された電子装置を製造
する方法を説明するための断面図である。
【図２９】図２７に示されるウィンドウ構造物を含むカメラが搭載された電子装置を製造
する方法を説明するための断面図である。
【図３０】本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を含むカメラが搭載され
た電子装置を説明するための断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００５１】
　以下、本発明の実施形態に係るウィンドウ構造物、その製造方法、ウィンドウ構造物を
含むカメラが搭載された電子装置、及びその製造方法を、添付図面を参照して詳細に説明
するが、本発明は下記実施形態によって制限されるものではなく、該当分野において通常
の知識を有する者であれば、本発明の技術的思想を逸脱しない範囲内で本発明を多様な他
の形態で具現することができる。
【００５２】
　本発明の実施形態において、特定の構造的ないし機能的説明は、単に本発明の実施形態
を説明するための目的で例示されたものであり、本発明の実施形態は多様な形態で実施す
ることができ、本明細書に説明された実施形態に限定されるものではなく、本発明の思想
及び技術範囲に含まれるすべての変更、均等物ないし代替物を含むと理解するべきである
。ある構成要素が他の構成要素に「連結されて」いる、または「接続されて」いると言及
した場合には、その他の構成要素に直接的に連結されていたり、接続されていたりするこ
とも意味するが、中間に他の構成要素が存在する場合も含む。一方、ある構成要素が他の
構成要素に「直接連結されて」いる、または「直接接続されて」いると言及した場合には
、中間に他の構成要素は存在しない。構成要素の間の関係を説明する他の表現、すなわち
「～間に」と「～すぐ間に」または「～に隣接する」と「～に直接隣接する」等も同様で
ある。
【００５３】
　本明細書で使用した用語は、単に特定の実施形態を説明するために使用したものであり
、本発明を限定するものではない。単数の表現は文脈上明白に異なるように意味しない限
り、複数の表現を含む。また、本明細書で、「含む」、「備える」、または「有する」等
の用語は、実施された特徴、数字、段階、動作、構成要素、部品、または、これを組み合
わせたものが存在するということを示すものであって、一またはそれ以上の他の特徴や数
字、段階、動作、構成要素、部品、または、これを組み合わせたものなどの存在、または
、付加の可能性を予め排除するものではない。また、別に定義しない限り、技術的あるい
は科学的用語を含み、本明細書中において使用される全ての用語は、本発明が属する技術
分野で通常の知識を有する者であれば、一般的に理解することができる同一の意味を有す
る。一般的に使用される辞書において定義する用語と同じ用語は、関連技術の文脈上で有
する意味と一致する意味を有するものと理解するべきで、本明細書において明白に定義し
ない限り、理想的あるいは形式的な意味として解釈してはならない。
【００５４】
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　第１、第２、及び第３等の用語は多様な構成要素を説明するのに使用しているが、これ
らの構成要素がこのような用語によって限定されるものではない。これらの用語は一つの
構成要素を他の構成要素から区別する目的で使い、例えば、本発明の権利範囲から逸脱し
なければ第１構成要素は第２または第３構成要素と命名することができ、同様に第２また
は第３構成要素も交互に命名することができる。
【００５５】
　図１は、比較例に係るウィンドウ構造物を説明するための断面図であり、図２は、図１
に示されるウィンドウ構造物の平面図である。この時、図１は、図２に示されたウィンド
ウ構造物のＩ－Ｉ’線に沿った断面図である。一方、図１には、ウィンドウ構造物に対応
して配置されるカメラセンサーも共に示されている。
【００５６】
　図１及び図２を参照すれば、ウィンドウ構造物５０は、ウィンドウ１０と、ウィンドウ
１０上に順次に積層されたデザイン層構造物２０及び光遮蔽層３０を含む。
【００５７】
　ウィンドウ１０は、ガラス、プラスチックなどの透明物質を含む。
【００５８】
　デザイン層構造物２０は、ウィンドウ１０上に順次に積層された第１デザイン層２２及
び第２デザイン層２４を含む。第１デザイン層２２及び第２デザイン層２４は、有彩色ま
たは白色の印刷層であることができる。デザイン層構造物２０は、ウィンドウ１０の上面
の一部を露出させる第１ホール２５を有する。デザイン層構造物２０が第１デザイン層２
２及び第２デザイン層２４を含むことによって、第１ホール２５は、ウィンドウ１０の上
面から遠ざかるほど直径が増加する階段形状を有することができる。また、第１ホール２
５は、上面から見たとき、円形であることができる。
【００５９】
　光遮蔽層３０は、黒色または灰色の印刷層であることができる。光遮蔽層３０は、第１
ホール２５に連通する第２ホール３５を有し、第２ホール３５は、第１ホール２５よりも
大きな直径を有する。第２ホール３５は、上面から見たとき、円形状の第１ホール２５と
同心円形状を有する。
【００６０】
　第１ホール２５及び第２ホール３５に対向してカメラセンサー９０が配置される。カメ
ラセンサー９０は、基板８０上に形成されることができる。
【００６１】
　撮影物（図示せず）から反射してウィンドウ１０及びデザイン層構造物２０の第１ホー
ル２５を通過した光は、カメラセンサー９０に入射することができ、前記光の一部は、カ
メラセンサー９０から反射して光遮蔽層３０及びデザイン層構造物２０に入射する。この
時、デザイン層構造物２０に入射した光の一部は、再び反射されてカメラセンサー９０に
入射することができる。これによって、カメラセンサー９０は、前記撮影物の色（色相）
とは無関係にデザイン層構造物２０の色を一部感知する。
【００６２】
　また、デザイン層構造物２０が非常に薄い厚さを有する場合、前記撮影物から反射して
ウィンドウ１０を通過した後、デザイン層構造物２０に入射した光の一部は、これを通過
して第２ホール３５を経てカメラセンサー９０に入射することができる。この時、カメラ
センサー９０は、やはりデザイン層構造物２０の色を感知することができる。ただし、光
遮蔽層３０によって覆われるデザイン層構造物２０部分に入射した光は、デザイン層構造
物２０の厚さが比較的薄くても光遮蔽層３０によって通過できないので、カメラセンサー
９０に入射できない。
【００６３】
　結局、ウィンドウ１０を通過した光が光遮蔽層３０によって覆われていないデザイン層
構造物２０により乱反射されて、撮影物の色とは無関係な色がカメラセンサー９０によっ
て一部感知されることがあり、これによって、前記撮影物の周辺でデザイン層構造物２０
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の色が現れる現象、即ち、一種のビネッティング（ｖｉｇｎｅｔｔｉｎｇ）現象が発生し
得る。
【００６４】
　図３は、本発明の一実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面図であり、
図４は、図３に示されるウィンドウ構造物の平面図である。この時、図３は、図４に示さ
れたウィンドウ構造物のＩＩ－ＩＩ’線に沿った断面図である。一方、図３には、ウィン
ドウ構造物に対応して配置されるカメラセンサーも共に示されている。
【００６５】
　図３及び図４を参照すれば、ウィンドウ構造物１００は、ウィンドウ１１０と、ウィン
ドウ１１０上に順次に積層された第１デザイン層構造物１２０及び第１光遮蔽層１３０と
、第１光吸収層１４０を含む。
【００６６】
　ウィンドウ１１０は、平板形状を有し、第１面１１２及び第１面１１２の反対面である
第２面１１４を有する。ウィンドウ１１０は、光透過性物質、例えば、アクリルのような
合成樹脂、ガラスなどを含む。
【００６７】
　第１デザイン層構造物１２０は、ウィンドウ１１０の第１面１１２上に形成される。第
１デザイン層構造物１２０は、順次に積層された第１デザイン層１２２及び第２デザイン
層１２４を含む。この時、第１デザイン層１２２及び第２デザイン層１２４は、有彩色ま
たは白色の印刷層であることができる。また、第１デザイン１２２及び第２デザイン層１
２４は、互いに同じ色を有することができる。
【００６８】
　第１デザイン層構造物１２０は、ウィンドウ１１０の第１面１１２の一部を露出させる
第１ホール１２５を有する。第１ホール１２５は、上面から見たとき、円形であることが
できる。第１デザイン層構造物１２０が第１デザイン１２２及び第２デザイン層１２４を
有することによって、第１ホール１２５は、ウィンドウ１１０の第１面１１２から遠ざか
るほど直径が増加する階段形状を有する。即ち、第２デザイン層１２４は、第１デザイン
層１２２の全部を覆っておらず、これによって、第１デザイン層１２２の一部が露出され
る。
【００６９】
　なお、図３及び図４では、第１デザイン層構造物１２０が、順次に積層された２つのデ
ザイン層１２２，１２４を含む形態が示されているが、第１デザイン層構造物１２０は、
３つ以上のデザイン層を含むこともできる。この時、前記デザイン層の側壁、及び／また
は、上面の一部によって定義される第１ホールは、ウィンドウ１１０の第１面１１２から
遠ざかるほど直径が増加する階段形状を有することができる。これとは違って、第１デザ
イン層構造物１２０は、一つのデザイン層のみを含むこともできる。以下では、説明の便
宜のために、第１デザイン層構造物１２０が２つのデザイン層を有する場合についてのみ
説明する。
【００７０】
　第１光遮蔽層１３０は、第１デザイン層構造物１２０の第２デザイン層１２４上に形成
され、第１ホール１２５に連通する第２ホール１３５を有する。第２ホール１３５は、第
１ホール１２５よりも大きな直径を有し、上面から見たとき、円形の第１ホール１２５と
同心円形状を有する。即ち、第１光遮蔽層１３０は、第２デザイン層１２４の全部を覆っ
ておらず、これによって、第２デザイン層１２４の上面の一部が露出される。結局、第１
ホール１２５及び第２ホール１３５から構成される第１ホール構造物は、ウィンドウ１１
０の第１面１１２から遠ざかるほど直径が増加する階段形状を有する。第１光遮蔽層１３
０は、黒色または灰色の印刷層であることができる。
【００７１】
　第１光吸収層１４０は、少なくとも第１ホール構造物、即ち、第１ホール１２５及び第
２ホール１３５によって露出する第１デザイン層構造物１２０の部分を覆い、ウィンドウ
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１１０の第１面１１２の一部を露出させる第３ホール１４５を有する。即ち、第１光吸収
層１４０は、第１ホール１２５により露出する、または、第１ホール１２５を画定する第
１デザイン層１２２の側壁、第１デザイン層１２２の上面の一部、及び第２デザイン層１
２４の側壁と、第２ホール１３５によって露出する第２デザイン層１２４の上面の一部を
覆う。第３ホール１４５は、第１ホール１２５及び第２ホール１３５から構成された第１
ホール構造物の内部に形成され、第１ホール構造物よりも小さな直径を有し、上面から見
たとき、円形の第１ホール１２５または第２ホール１３５と同心円形状を有する。また、
第３ホール１４５は、ウィンドウ１１０の第１面１１２に対して実質的に垂直な側壁を有
する。即ち、第１光吸収層１４０は、ウィンドウ１１０の第１面１１２に対して実質的に
垂直な側壁を有する。
【００７２】
　第１光吸収層１４０は、上述した第１デザイン層構造物１２０の部分だけでなく、第２
ホール１３５によって露出される、または、第２ホール１３５を画定する第１光遮蔽層１
３０の側壁と、第２ホール１３５に隣接した第１光遮蔽層１３０の上面の一部も覆う。こ
の時、第１光吸収層１４０の外周は、上面から見たとき、円形の第１ホール１２５及び第
２ホール１３５と同心円である。第１光吸収層１４０は、ウィンドウ１１０の第１面１１
２に対して実質的に平行な上面を有する。第１光吸収層１４０は、黒色または灰色の印刷
層であることができる。たとえば、第１光遮蔽層１３０は、灰色であり、第１光吸収層１
４０は、黒色であることができる。
【００７３】
　図４では、第１デザイン層構造物１２０及び第１光遮蔽層１３０が第１～第３ホール１
２５，１３５，１４５の部分を除いて、ウィンドウ１１０の第１面１１２上に全面的に形
成された形態を示しているが、所望のデザインに応じて第１デザイン層構造物１２０及び
第１光遮蔽層１３０は、第１光吸収層１４０に隣接する部分上のみに形成されることもで
きる。
【００７４】
　第３ホール１４５に対向して、カメラセンサー１９０が配置される。カメラセンサー１
９０は、基板１８０上に形成される。これによって、第３ホール１４５は、撮影物（図示
せず）から反射された光がカメラセンサー１９０に入射する経路としての役割を果たす。
【００７５】
　撮影物から反射してウィンドウ１１０及び第３ホール１４５を通過した光は、カメラセ
ンサー１９０に入射し、前記光の一部は、カメラセンサー１９０から第１デザイン層構造
物１２０、第１光遮蔽層１３０、または第１光吸収層１４０方向に反射する。しかし、第
１光吸収層１４０が第１ホール１２５及び第２ホール１３５によって露出される第１デザ
イン層構造物１２０の部分を覆っているので、前記反射した光は、第１光吸収層１４０ま
たは第１光遮蔽層１３０により第１デザイン層構造物１２０に入射されることが遮断され
る。これによって、有彩色または白色の第１デザイン層構造物１２０の色が、カメラセン
サー１９０によって感知されない。
【００７６】
　また、第１デザイン層構造物１２０が非常に薄い厚さを有する場合にも、前記撮影物か
ら反射してウィンドウ１１０及び第１デザイン層構造物１２０を通過して第１ホール１２
５または第２ホール１３５に進入する光は、第１光吸収層１４０により吸収されるので、
カメラセンサー１９０に入射することができない。さらに、ウィンドウ１１０を通過して
第１光遮蔽層１３０によって覆われる第１デザイン層構造物１２０の部分に入射された光
は、第１光遮蔽層３０によって遮断されるので、依然としてカメラセンサー１９０に入射
することができない。
【００７７】
　従って、ウィンドウ１１０上に形成された第１デザイン層構造物１２０によって光が乱
反射されて撮影物の色とは無関係な色がカメラセンサー１９０に入射されることが遮断さ
れるので、前記撮影物周辺に第１デザイン層構造物１２０の色が現れるビネッティング現
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象を防止することができる。
【００７８】
　図５は、本発明の他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための平面図である
。本実施形態に係るウィンドウ構造物は、光吸収層の外周形状を除いては、図３及び図４
に示されたウィンドウ構造物と実質的に同一であるか、または、類似している。従って、
同じ構成要素には同一参照符号を付与し、これに対する重複説明は省略する。
【００７９】
　ウィンドウ構造物１００は、ウィンドウ１１０と、ウィンドウ１１０上に順次に積層さ
れた第１デザイン層構造物１２０及び第１光遮蔽層１３０と、第２光吸収層１４２を含む
。第２光吸収層１４２は、四角形の外形（外郭線）を有する。
【００８０】
　なお、ウィンドウ構造物１００は、図４及び図５に示した円形または四角形の外形を有
する第１光吸収層１４０または第２光吸収層１４２以外に、楕円形などの曲線または多角
形の外形を有する光吸収層を含むことができるのは当業者には自明である。以下では説明
の便宜のために、円形の外形を有する第１光吸収層１４０を含むウィンドウ構造物につい
てのみ説明する。
【００８１】
　図６、図８、図１０、及び図１２は、図３及び図４に示されるウィンドウ構造物の製造
方法を説明するための断面図であり、図７、図９、図１１、及び図１３は、ウィンドウ構
造物の製造方法を説明するための平面図である。この時、図６、図８、図１０、及び図１
２は、図７、図９、図１１、及び図１３に示されたウィンドウ構造物のＩＩＩ－ＩＩＩ’
線に沿った断面図である。一方、図６～図１３は、例示的に図３及び図４に示したウィン
ドウ構造物を製造する方法を説明しているが、必ずしもこれに限定されるのではない。
【００８２】
　図６及び図７を参照すれば、ウィンドウ１１０上に第１デザイン層１２２が形成される
。
【００８３】
　ウィンドウ１１０は、光透過性物質、例えば、アクリルのような合成樹脂、ガラスなど
を含む。ウィンドウ１１０は、第１面１１２及び第１面１１２の反対面である第２面１１
４を含む。
【００８４】
　第１デザイン層１２２は、ウィンドウ１１０の第１面１１２上に形成される。第１デザ
イン層１２２は、メッシュ（ｍｅｓｈ）を利用したスクリーン印刷工程を通じて形成する
ことができる。即ち、ウィンドウ１１０の第１面１１２上に、所望のパターンを形成する
ためのメッシュ（図示せず）を配置し、前記メッシュ上にインクを噴射または滴下した後
、ゴム板により前記噴射または滴下されたインク上部に圧力を加えて、所望のパターンを
有する第１デザイン層１２２を形成することができる。第１デザイン層１２２は、有彩色
または白色のインクを使って形成することができ、前記インクには、銀（ｓｌｉｖｅｒ）
等の金属粉末が含まれることができる。
【００８５】
　第１デザイン層１２２は、内部に第１ホール１２５を有するように形成される。この時
、第１ホール１２５は、上面から見たとき、円形である。
【００８６】
　なお、ウィンドウ１１０の第１面１１２に第１デザイン層１２２が印刷された後、乾燥
工程をさらに遂行することができる。
【００８７】
　図８及び図９を参照すれば、第１デザイン層１２２上に第２デザイン層１２４が形成さ
れる。
【００８８】
　第２デザイン層１２４も、第１デザイン層１２２と同様に、メッシュを利用したスクリ
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ーン印刷工程を通じて形成することができる。第２デザイン層１２４は、有彩色または白
色のインクを使って形成することができ、第１デザイン層１２２と同じ色のインクを使っ
て形成することができる。
【００８９】
　第２デザイン層１２４は、内部にホールを有するように形成される。この時、前記ホー
ルは、上面から見たとき、円形の第１ホール１２５と同心円形状である。これにより、第
１ホール１２５と前記ホールは互いに連通することができる。
【００９０】
　前記スクリーン印刷工程を遂行する間、第１ホール１２５によって露出されたウィンド
ウ１１０の第１面１１２部分に第２デザイン層１２４が形成されないように、前記ホール
が第１ホール１２５よりも大きな直径を有するように形成される。これによって、第１デ
ザイン層１２２は、第２デザイン層１２４によって全部覆われず、第１ホール１２５に隣
接する第１デザイン層１２２部分が露出する。
【００９１】
　以下では、第１デザイン層１２２内部に形成された第１ホール１２５と、第２デザイン
層１２４内部に形成されて第１ホール１２５に連通する前記ホールを、通称して第１ホー
ル１２５と称する。この時、第１ホール１２５の底面は、第１デザイン層１２２によって
覆われないウィンドウ１１０の第１面１１２部分により画定され、第１ホール１２５の側
壁は、第１デザイン層１２２の側壁及び露出した上面の一部と、第２デザイン層１２４の
側壁とにより画定される。これによって、第１ホール１２５は、ウィンドウ１１０の第１
面１１２から遠ざかるほど直径が大きくなる階段形状を有する。
【００９２】
　第１デザイン層１２２及び第２デザイン層１２４は、共に第１デザイン層構造物１２０
を形成する。上述した通り、第１デザイン層構造物１２０は、順次に積層された３つ以上
のデザイン層を含むように形成されることもでき、または、第２デザイン層１２４は形成
されず、第１デザイン層１２２のみを含むように形成されることもできる。
【００９３】
　図１０及び図１１を参照すれば、第１デザイン層構造物１２０の上面に、即ち、第２デ
ザイン層１２４上に第１光遮蔽層１３０が形成される。
【００９４】
　第１光遮蔽層１３０も、第１デザイン１２２及び第２デザイン層１２４と同様に、メッ
シュを利用したスクリーン印刷工程を通じて形成することができる。第１光遮蔽層１３０
は、黒色または灰色インクを使って形成することができる。
【００９５】
　第１光遮蔽層１３０は、内部に第２ホール１３５を有するように形成される。この時、
第２ホール１３５は、上面から見たとき、円形の第１ホール１２５と同心円形状を有する
。これによって、第１ホール１２５と第２ホール１３５とは、互いに連通することができ
る。
【００９６】
　前記スクリーン印刷工程を遂行する間、第１ホール１２５によって露出したウィンドウ
１１０の第１面１１２部分に第１光遮蔽層１３０が形成されないように、第２ホール１３
５は、第１ホール１２５よりも大きな直径を有するように形成される。これによって、第
２デザイン層１２４は、第１光遮蔽層１３０により全部覆われず、第１ホール１２５に隣
接する第２デザイン層１２４の上面の部分が露出する。
【００９７】
　以下では、第１ホール１２５とこれに連通する第２ホール１３５を通称して第１ホール
構造物と称する。この時、第１ホール構造物の側壁は、上述した第１ホール１２５の側壁
、第１ホール１２５に隣接して露出した第２デザイン層１２４の上面の部分、及び第１光
遮蔽層１３０の側壁によって画定される。これによって、第１ホール構造物は、ウィンド
ウ１１０の第１面１１２から遠ざかるほど直径が大きくなる階段形状を有する。
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【００９８】
　図１２及び図１３を参照すれば、少なくとも第１ホール構造物、即ち、第１ホール１２
５及び第２ホール１３５により露出する第１デザイン層構造物１２０部分を覆うように、
第１光吸収層１４０がウィンドウ１１０の第１面１１２上に形成され、これにより、ウィ
ンドウ構造物１００が製造される。
【００９９】
　第１光吸収層１４０も、デザイン層１２２，１２４及び第１光遮蔽層１３０と同様に、
メッシュを利用したスクリーン印刷工程を通じて形成することができる。第１光吸収層１
４０は、黒色または灰色インクを使って形成することができる。
【０１００】
　第１光吸収層１４０の外形は、上面から見たとき、円形であり、第１光吸収層１４０は
、ウィンドウ１１０の第１面１１２の一部を露出させる第３ホール１４５を有する。しか
し、上述した通り、第１光吸収層１４０は、上面から見たとき、楕円形などの曲線または
多角形の外形を有するように形成されることもできる。
【０１０１】
　第１光吸収層１４０は、少なくとも第１ホール１２５によって露出される、または、第
１ホール１２５を画定する第１デザイン層１２２の側壁、第１デザイン層１２２上面の一
部、及び第２デザイン層１２４の側壁と、第２ホール１３５によって露出する第２デザイ
ン層１２４上面の一部を覆う。さらに、第１光吸収層１４０は、第２ホール１３５によっ
て露出される、または、第２ホール１３５を画定する第１光遮蔽層１３０の側壁と、第２
ホール１３５に隣接した第１光遮蔽層１３０上面の一部も覆うように形成される。
【０１０２】
　なお、第３ホール１４５は、第１ホール構造物の内部に形成されて前記第１ホール構造
物よりも小さな直径を有し、上面から見たとき、円形の第１ホール１２５および第２ホー
ル１３５と同心円形状を有する。第３ホール１４５は、ウィンドウ１１０の第１面１１２
に対して実質的に垂直な側壁を有する。即ち、第１光吸収層１４０は、ウィンドウ１１０
の第１面１１２に対して実質的に垂直な側壁を有するように形成される。第１光吸収層１
４０は、ウィンドウ１１０の第１面１１２に対して実質的に平行な上面を有するように形
成される。
【０１０３】
　図１４～図１９は、本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するた
めの断面図である。図１４～図１９に示されたウィンドウ構造物は、光吸収層の形状を除
いては、図３及び図４に示されたウィンドウ構造物と実質的に同一であるか、または、類
似している。従って、同じ構成要素には同じ参照符号を付与し、これに対する重複説明は
省略する。
【０１０４】
　図１４を参照すれば、ウィンドウ構造物１００は、ウィンドウ１１０と、ウィンドウ１
１０上に順次に積層された第１デザイン層構造物１２０及び第１光遮蔽層１３０と、第３
光吸収層１４４を含む。
【０１０５】
　第３光吸収層１４４は、ウィンドウ１１０の第１面１１２に対して垂直でなく、傾斜し
た側壁を有する。具体的に、第３光吸収層１４４が有する第３ホール１４５は、ウィンド
ウ１１０の第１面１１２から遠ざかるにつれて次第に増加する直径を有する。これによっ
て、撮影物から反射されてウィンドウ１１０を通過しカメラセンサー１９０に入射する光
量が、相対的に増加することができる。なお、第３光吸収層１４４は、ウィンドウ１１０
の第１面１１２に対して実質的に平行な上面を有する。
【０１０６】
　図１５を参照すれば、ウィンドウ構造物１００は、ウィンドウ１１０と、ウィンドウ１
１０上に順次に積層された第１デザイン層構造物１２０及び第１光遮蔽層１３０と、第４
光吸収層１４６を含む。
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【０１０７】
　第４光吸収層１４６は、ウィンドウ１１０の第１面１１２に対して傾斜した側壁及びウ
ィンドウ１１０の第１面１１２に対して平行でない上面を有する。具体的には、第４光吸
収層１４６は、全体的に曲線（曲面）状の側壁及び上面を有する。これによって、第４光
吸収層１４６内部の第３ホール１４５も、曲線状の側壁を有することができる。
【０１０８】
　図１６を参照すれば、ウィンドウ構造物１００は、ウィンドウ１１０と、ウィンドウ１
１０上に順次に積層された第１デザイン層構造物１２０及び第１光遮蔽層１３０と、第５
光吸収層１４８を含む。
【０１０９】
　第５光吸収層１４８は、ウィンドウ１１０の第１面１１２に対して垂直な側壁及びウィ
ンドウ１１０の第１面１１２に対して平行な上面を有し、第１光遮蔽層１３０の上面を覆
わない。第５光吸収層１４８の上面は、第１光遮蔽層１３０の上面よりも高い。
【０１１０】
　図１７を参照すれば、ウィンドウ構造物１００は、ウィンドウ１１０と、ウィンドウ１
１０上に順次に積層された第１デザイン層構造物１２０及び第１光遮蔽層１３０と、第６
光吸収層１５０を含む。
【０１１１】
　第６光吸収層１５０は、ウィンドウ１１０の第１面１１２に対して垂直な側壁及びウィ
ンドウ１１０の第１面１１２に対して平行な上面を有し、第１光遮蔽層１３０の上面を覆
わない。第６光吸収層１５０の上面は、第１光遮蔽層１３０の上面と実質的に同じ高さを
有する。
【０１１２】
　図１８を参照すれば、ウィンドウ構造物１００は、ウィンドウ１１０と、ウィンドウ１
１０上に順次に積層された第１デザイン層構造物１２０及び第１光遮蔽層１３０と、第７
光吸収層１５２を含む。
【０１１３】
　第７光吸収層１５２は、ウィンドウ１１０の第１面１１２に対して傾斜した曲面状の側
壁を有し、第１光遮蔽層１３０の上面を覆わない。第７光吸収層１５２は、第１光遮蔽層
１３０の上面と実質的に同一であるか、または、低い高さにのみ形成される。
【０１１４】
　図１９を参照すれば、ウィンドウ構造物１００は、ウィンドウ１１０と、ウィンドウ１
１０上に順次に積層された第１デザイン層構造物１２０及び第１光遮蔽層１３０と、第８
光吸収層１５４を含む。
【０１１５】
　第８光吸収層１５４は、ウィンドウ１１０の第１面１１２に対して傾斜した曲面状の側
壁を有し、第１光遮蔽層１３０の上面を覆わない。第８光吸収層１５４は、第１光遮蔽層
１３０の側壁の一部のみを覆う。
【０１１６】
　図２０は、本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面
図であり、図２１は、図２０に示されるウィンドウ構造物の平面図である。この時、図２
０は、図２１に示されたウィンドウ構造物のＩＶ－ＩＶ’線に沿った断面図である。図２
０及び図２１に示したウィンドウ構造物は、別途の光吸収層を含まず、光遮蔽層の形状が
違うということを除けば、図３及び図４に示したウィンドウ構造物と実質的に同一である
か、または、類似している。従って、同じ構成要素には同じ参照符号を付与し、これに対
する重複説明は省略する。一方、図２０には、ウィンドウ構造物に対応して配置されるカ
メラセンサーも共に示されている。
【０１１７】
　図２０及び図２１を参照すれば、ウィンドウ構造物１００は、ウィンドウ１１０と、ウ
ィンドウ１１０上に順次に積層された第１デザイン層構造物１２０及び第２光遮蔽層１３
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２を含む。
【０１１８】
　第２光遮蔽層１３２は、第１デザイン層構造物１２０を覆いつつウィンドウ１１０上に
形成される。この時、第２光遮蔽層１３２は、第１ホール１２５内部に形成されてウィン
ドウ１１０の第１面１１２の一部を露出させる第４ホール１３７を含む。第４ホール１３
７は、上面から見たとき、円形の第１ホール１２５と同心円形状を有する。
【０１１９】
　第４ホール１３７は、ウィンドウ１１０の第１面１１２に対して実質的に垂直な側壁を
有する。即ち、第２光遮蔽層１３２は、ウィンドウ１１０の第１面１１２に対して実質的
に垂直な側壁を有する。
【０１２０】
　第２光遮蔽層１３２は、黒色または灰色の印刷層であることができる。第２光遮蔽層１
３２が第１デザイン層構造物１２０を覆うので、第１デザイン層構造物１２０により光が
乱反射されて撮影物の色とは無関係な色がカメラセンサー１９０に入射されることが防止
され、ビネッティング現象を防止することができる。即ち、第２光遮蔽層１３２は、図３
及び図４を参照して説明したウィンドウ構造物の第１光遮蔽層１３０及び第１光吸収層１
４０の機能を同時に遂行することができる。
【０１２１】
　図２２及び図２３は、本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明する
ための断面図である。図２２及び図２３に示されたウィンドウ構造物は、光遮蔽層の側壁
の形状を除いては、図２０及び図２１に示されたウィンドウ構造物と実質的に同一である
か、または、類似している。従って、同じ構成要素には同じ参照符号を付与し、これに対
する重複説明は省略する。
【０１２２】
　図２２を参照すれば、ウィンドウ構造物１００は、ウィンドウ１１０と、ウィンドウ１
１０上に順次に積層された第１デザイン層構造物１２０及び第３光遮蔽層１３４を含む。
【０１２３】
　第３光遮蔽層１３４は、ウィンドウ１１０の第１面１１２に対して垂直でない傾斜した
側壁を有する。これによって、ウィンドウ１１０を通過し、第４ホール１３７を通じてカ
メラセンサー１９０に入射する光の光量が増加することができる。
【０１２４】
　図２３を参照すれば、ウィンドウ構造物１００は、ウィンドウ１１０と、ウィンドウ１
１０上に順次に積層された第１デザイン層構造物１２０及び第４光遮蔽層１３６を含む。
【０１２５】
　第４光遮蔽層１３６は、ウィンドウ１１０の第１面１１２に対して垂直でない傾斜した
側壁を有し、前記側壁は曲面である。
【０１２６】
　図２４は、本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面
図であり、図２５は、図２４に示されるウィンドウ構造物の平面図である。この時、図２
４は、図２５に示されたウィンドウ構造物のＶ－Ｖ’線に沿った断面図である。図２４に
は、ウィンドウ構造物に対応して配置されるカメラセンサーも共に示されている。図２４
に示されたウィンドウ構造物は、デザイン層構造物、光吸収層、及び光遮蔽層の形状を除
いては、図３及び図４に示されたウィンドウ構造物と実質的に同一であるか、または、類
似している。従って、同じ構成要素には同じ参照符号を付与し、これに対する重複説明は
省略する。
【０１２７】
　図２４及び図２５を参照すれば、ウィンドウ構造物１００は、ウィンドウ１１０と、ウ
ィンドウ１１０上に順次に積層された第２デザイン層構造物１２１及び第５光遮蔽層１３
３と、第９光吸収層１５６を含む。
【０１２８】
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　第２デザイン層構造物１２１は、ウィンドウ１１０の第１面１１２上に順次に積層され
た第１デザイン層１２２及び第３デザイン層１２３を含む。この時、第３デザイン層１２
３は、第１デザイン層１２２の全面を覆う。これによって、第２デザイン層構造物１２１
が有する第５ホール１２７は、ウィンドウ１１０の第１面１１２からの離隔距離に関係な
く一定の直径を有する。
【０１２９】
　第５光遮蔽層１３３は、第２デザイン層構造物１２１の上面、即ち、第３デザイン層１
２３上に形成され、第３デザイン層１２３の全面を覆う。従って、第５光遮蔽層１３３が
有する第６ホール１３９は、第５ホール１２７と実質的に同じ直径を有する。結局、第５
ホール１２７及び第６ホール１３９から構成される第２ホール構造物は、ウィンドウ１１
０の第１面１１２からの離隔距離に関係なく一定の直径を有する。
【０１３０】
　第９光吸収層１５６は、少なくとも第５ホール１２７により露出する第２デザイン層構
造物１２１部分、即ち、第１及び第３デザイン層１２２，１２３の側壁を覆い、ウィンド
ウ１１０の第１面１１２の一部を露出させる第７ホール１５５を有する。この時、第７ホ
ール１５５は、第５及び第６ホール１２７，１３９から構成された第２ホール構造物の内
部に形成され、第２ホール構造物よりも小さな直径を有し、上面から見たとき、円形の第
５ホール１２７または第６ホール１３９と同心円形状を有する。第７ホール１５５は、ウ
ィンドウ１１０の第１面１１２に対して実質的に垂直な側壁を有する。即ち、第９光吸収
層１５６は、ウィンドウ１１０の第１面１１２に対して実質的に垂直な側壁を有する。
【０１３１】
　第９光吸収層１５６は、上述した第２デザイン層構造物１２１の一部だけでなく、第６
ホール１３９により露出する、または、第６ホール１３９を画定する第５光遮蔽層１３３
の側壁及び第６ホール１３９に隣接した第５光遮蔽層１３３上面の一部を覆う。この時、
第９光吸収層１５６の外形は、上面から見たとき、円形の第５及び第６ホール１２７，１
３９と同心円である。第９光吸収層１５６は、ウィンドウ１１０の第１面１１２に対して
実質的に平行な上面を有する。
【０１３２】
　図２６は、本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を説明するための断面
図である。図２６に示したウィンドウ構造物は、印刷膜をさらに含むということを除いて
は、図３及び図４に示されたウィンドウ構造物と実質的に同一であるか、または、類似し
ている。従って、同じ構成要素には同じ参照符号を付与し、これに対する重複説明は省略
する。
【０１３３】
　図２６を参照すれば、ウィンドウ構造物１００は、ウィンドウ１１０と、ウィンドウ１
１０の第１面１１２上に形成されたＰＥＴフィルム１７０と、ＰＥＴフィルム１７０上に
順次に積層された第１デザイン層構造物１２０及び第１光遮蔽層１３０と、第１光吸収層
１４０を含む。
【０１３４】
　第１デザイン層構造物１２０は、ＰＥＴフィルム１７０の上面の一部を露出させる第１
ホール１２５を有し、第１光遮蔽層１３０は、第１ホール１２５に連通する第２ホール１
３５を有する。第１光吸収層１４０は、少なくとも第１ホール１２５及び第２ホール１３
５により露出する第１デザイン層構造物１２０の部分を覆い、ＰＥＴフィルム１７０上面
の一部を露出させる第３ホール１４５を有する。
【０１３５】
　ウィンドウ１１０の第１面１１２上に光透過性ＰＥＴフィルム１７０が形成されること
によって、カメラセンサー１９０に入射する光の光量には影響を与えずに、第１デザイン
構造物１２０を容易に高品質に印刷することができる。
【０１３６】
　図２７は、本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を含むカメラが搭載さ
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れた電子装置を説明するための断面図である。前記電子装置は、図３及び図４を参照して
説明したウィンドウ構造物及びカメラセンサーを含むので、これに対する詳しい説明は省
略する。
【０１３７】
　図２７を参照すれば、前記電子装置は、基板１８０と、表示パネル２００と、フレキシ
ブル回路基板（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｂｏａｒｄ：ＦＰ
ＣＢ）２２０と、ウィンドウ構造物１００と、カメラセンサー１９０を含む。
【０１３８】
　基板１８０は、前記電子装置を駆動するための各種回路配線を含む。基板１８０は、プ
リント回路基板（Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｂｏａｒｄ：ＰＣＢ）であることが
できる。
【０１３９】
　表示パネル２００は、例えば、有機発光表示パネル（ＯＬＥＤ　ｄｉｓｐｌａｙ　ｐａ
ｎｅｌ）、液晶表示パネル（ＬＣＤ　ｐａｎｅｌ）、プラズマ表示パネル（ＰＤＰ）等で
ある。表示パネル２００が、液晶表示パネルの場合、前記電子装置は、液晶表示パネルに
光を提供するバックライトアセンブリーをさらに含むことができる。表示パネル２００は
、クッションテープのような接着剤２１０によって基板１８０に接着される。
【０１４０】
　フレキシブル回路基板２２０は、基板１８０に接続されて表示パネル２００を駆動する
ための駆動信号を表示パネル２００に提供する。フレキシブル回路基板２２０は、表示パ
ネル２００の第１面に接触し、表示パネル２００に対向する基板１８０の第１面に向かっ
て曲げられることができる。これとは違って、フレキシブル回路基板２２０は、表示パネ
ル２００の第１面に接触し、基板１８０の第１面の反対面の第２面に向かって曲げられる
こともできる。図２７では、フレキシブル回路基板２２０が基板１８０の第２面に向かっ
て曲げられている形態が示されている。フレキシブル回路基板２２０は、例えば、柔軟性
を有する樹脂を含む。
【０１４１】
　ウィンドウ構造物１００は、表示パネル２００の第１面の反対面である第２面の上部に
形成される。ウィンドウ構造物１００は、光透過性接着剤２３０、例えば、ＳＶＲ（Ｓｕ
ｐｅｒ　Ｖｉｅｗ　Ｒｅｓｉｎ）のような接着剤によって表示パネル２００に接着される
。
【０１４２】
　カメラセンサー１９０は、ウィンドウ構造物１００の第３ホール１４５に対向して配置
され、例えば、カメラコンテナ１８５によって基板１８０上に配置される。
【０１４３】
　前記電子装置に搭載されるカメラのカメラセンサー１９０は、第１デザイン層構造物１
２０を含むウィンドウ構造物１００の第３ホール１４５に対向して配置され、ウィンドウ
構造物１００が第１光吸収層１４０を含むことによってビネッティング現象を防止するこ
とができる。
【０１４４】
　図２８及び図２９は、図２７に示されるウィンドウ構造物を含むカメラが搭載された電
子装置を製造する方法を説明するための断面図である。図２８及び図２９は、例示的に図
２７に示された電子装置を製造する方法を説明しているが、必ずしもこれに限定されるも
のではない。
【０１４５】
　図２８を参照すれば、図６～図１３を参照して説明した工程と実質的に同一であるか、
または、類似の工程を遂行してウィンドウ構造物１００を製造することができる。
【０１４６】
　図２９を参照すれば、基板１８０の第１面上にカメラコンテナ１８５を配置し、カメラ
コンテナ１８５にカメラセンサー１９０を実装する。また、基板１８０の第１面上に表示
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パネル２００を接着する。クッションテープのような接着剤２１０によって、基板１８０
の第１面と表示パネル２００の第１面とが相互に接着される。
【０１４７】
　以後、フレキシブル回路基板２２０を表示パネル２００の第１面に接着させ、基板１８
０の第１面、または、前記第１面の反対面である第２面に向けて曲げる。図２９では、フ
レキシブル回路基板２２０が、基板１８０の第２面に曲げられる形態が示されている。
【０１４８】
　再び図２７を参照すれば、ウィンドウ構造物１００の第１光遮蔽層１３０上に、例えば
、ＳＶＲのような光透過性接着剤２３０を塗布し、ウィンドウ構造物１００を表示パネル
２００の第２面に接着させることによって前記電子装置を製造することができる。この時
、ウィンドウ構造物１００の第３ホール１４５が基板１８０上に配置されたカメラセンサ
ー１９０に対向するように、ウィンドウ構造物１００が接着される。
【０１４９】
　図３０は、本発明のさらに他の実施形態に係るウィンドウ構造物を含むカメラが搭載さ
れた電子装置を説明するための断面図である。図３０の電子装置は、ウィンドウ構造物の
構成を除けば、図２７の電子装置と実質的に同一であるか、または、類似している。具体
的には、図３０の電子装置は、図２０を参照して説明したウィンドウ構造物と実質的に同
じウィンドウ構造物を含む。即ち、本実施形態に係る電子装置に含まれたウィンドウ構造
物は、ウィンドウ１１０、第１デザイン層構造物１２０及び第２光遮蔽層１３２を含む。
同じ構成要素には同じ参照符号を付与し、これに対する重複説明は省略する。
【０１５０】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明は上記の実施形態に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を
有する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範囲内において、各種の変
更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の
技術的範囲に属するものと理解される。
【産業上の利用可能性】
【０１５１】
　本発明のウィンドウ構造物は、表示パネルを含み、カメラが搭載されるすべての電子機
器に適用されることができる。
【符号の説明】
【０１５２】
１０，１１０　ウィンドウ、
２０，１２０，１２１　デザイン層構造物、
２２，２４，１２２，１２３，１２４　デザイン層、
２５，３５，１２５，１２７，１３５，１３７，１３９，１４５，１５５　ホール、
３０，１３０，１３２，１３３，１３４，１３６　光遮蔽層、
５０，１００　ウィンドウ構造物、
８０，１８０　基板、
９０，１９０　カメラセンサー、
１４０，１４２，１４４，１４６，１４８，１５０，１５２，１５４，１５６　光吸収層
、
１８５　カメラコンテナ、
２００　表示パネル、
２１０　接着剤、
２２０　フレキシブル回路基板、
２３０　光透過性接着剤。
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